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1
は
じ
め
に

庄
内
地
域
の
֟
は
、
品
種
ߏ

成
が「
平
核
無
」に
ภ
重
し
て
い

る
た
め
、
作
ۀ
時
期
や
ग़
ՙ
期

間
が
集
中
し
や
す
い
こ
と
に
加

え
、
࿝
木
化
に
よ
る
高
ॴ
作
ۀ

や
生
࢈
ੑ
௿
下
が
՝
୊
と
な
っ

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
֟
は
ະ

収
ӹ
期
間
が
長
い
た
め
、
ए
木

΁
の
վ
২
、
品
種
の
更
新
が
ਐ

ん
で
い
な
い
状
گ
で
す
。
そ
の

た
め
、
؁
֟
ಋ
入
に
よ
る
作
ۀ

࿑
ྗ
の
分
散
、
௿
樹
高
化
に
よ

る
࿑
ྗ
軽
減
ٴ
ͼ
早
期
収
量
確

保
を
期
଴
で
き
る
δ
ἀ
イ
ン
ト

̫
ࣈ
࢓
ཱ
て
を
ݕ
౼
し
ま
し
た

の
で
、
紹
介
し
ま
す
。

2
؁
֟
ͱ
は

؁
֟
は
こ
れ
ま
で
主
に
ஆ
地

で
栽
培
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、

ۙ
年
は
温
ஆ
化
に
よ
っ
て
庄
内

地
域
で
も
安
定
し
て
生
࢈
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
؁
֟

は
୤
ौ
の
ඞ
要
が
無
く
、
そ
の

ま
ま
৯
΂
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

そ
の
た
め
、
୤
ौ
の
ख
間
と
ί

ス
ト
が
か
か
ら
な
い
こ
と
や
؍

光
農
園
と
し
て
֟
ङ
り
が
で
き

る
こ
と
、
࢈
直
や
ଃ
౴
用
の
新

た
な
঎
材
と
な
る
等
༷
ʑ
な
メ

リ
ỽ
ト
が
あ
り
ま
す
。
一
方
で
、

樹
੎
が
ऑ
く
な
り
や
す
い
こ
と
、

枝
が
ਨ
れ
や
す
い
等
の
デ
メ
リ

ỽ
ト
も
あ
り
ま
す
。

今
回
ڙ
ࢼ
し
た「
؁
秋
」は

「
平
核
無
」収
穫
後
の
11
月
上
中

旬
頃
に
収
穫
で
き
、
庄
内
地
域

で
も
安
定
し
て
ौ
が
ൈ
け
る
こ

と
、
高
౶
度
で
ೱ
ް
な
؁
み
を

ຯ
わ
え
る
こ
と
等
か
ら
有
๬
な

品
種
で
す（
ਤ
̍
）。
؁
֟
は
ौ

֟
よ
り
も
ൢ
ച
୯
Ձ
が
高
く
、

୤
ौ
ί
ス
ト
の
࡟
減
も
で
き
る

こ
と
か
ら
、
今
後
の
庄
内
֟
を

੝
り
上
げ
る
ଘ
ࡏ
に
な
る
と
ߟ

え
て
い
ま
す
。

3
ࢼ
ݧ
಺
༰（
δ
ἀ
Π
ϯ
τ

̫
ࣈ
࢓
ཱ
ͯ
ͱ
は
）

δ
ἀ
イ
ン
ト
̫
ࣈ
࢓
ཱ
て
は

幹
を
水
平
に
༠
Ҿ
し
、
樹
ಉ
࢜

を
઀
ぎ
木
に
よ
り
一
ྻ
に
࿈
݁

さ
せ
た
樹
ܗ
で
、
௿
樹
高
栽
培

10
a
当
た
り
2
�
0
本
২
え
෇

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
の
δ
ἀ
イ
ン
ト
̫
ࣈ
࢓
ཱ

て
の
収
量
ੑ
、
果
実
品
質
、
管

理
作
ۀ
ੑ
に
つ
い
て
、
ಉ
樹
ྸ

の
主
幹
ܗ
と
ൺ
ֱ
ݕ
౼
し
ま
し

た
。

4
ࢼ
ݧ
݁
果

⑴
収
ྔ
ੑ

δ
ἀ
イ
ン
ト
۠
は
定
২
3
年

目（
�
年
生
樹
）か
ら
収
量
を
確

保
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、
定
২
�
年
目（
5
年
生

樹
）に
は
成
園
ฒ
み
の
収
量
を

ಘ
る
こ
と
が
で
き
、
早
期
多
収

で
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た

（
ਤ
̏
）。

⑵
果
࣮
඼
࣭

主
幹
ܗ
と
ൺ
ֱ
し
て
、
果
実

重
は
大
き
く
、
౶
度
は
ಉ
等
で

し
た
。
৯
ຯ
は
ೱ
ް
で
؁
み
が

強
く
、
果
実
品
質
は
良
޷
で
し

た（
ද
̍
）。
ま
た
、
δ
ἀ
イ
ン

ト
̫
ࣈ
࢓
ཱ
て
で
は
樹
੎
が
強

く
な
る
た
め
、
熟
期
が
や
や
遅

く
な
る
傾
向
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

⑶
管
理
࡞
ۀ
ੑ

δ
ἀ
イ
ン
ト
̫
ࣈ
࢓
ཱ
て
は

௿
樹
高
で
あ
る
た
め
、
٭
ཱ
を

࢖
用
す
る
ඞ
要
が
無
く
、
軽
࿑

的
で
し
た（
ਤ
̐
）。
そ
れ
に
伴

白　崎　竜　太庄内総合支庁産業経済部 農業技術普及課 産地研究室

؁֟ͷδϣΠϯτ̫ てཱ࢓ࣈ
ʙ৽थܗʹΑΔૣظ੒ԂԽɾܰ ࿑Խɾ૿ ऩٕज़ʙ

図１. ؁֟の༗๬඼種「؁ळ」

図２. δϣΠンτཱ̫ͯ࢓ࣈの֓ཁɾ໛ࣜ図

や
ີ
২
を
可
能
と
す
る
࢓
ཱ
て

方
で
す
。
本
ݚ
ڀ
ࣨ
で
は「
؁

秋
」を
５
本
１
Ϣ
ニ
ỽ
ト（
５
樹

を
࿈
݁
）と
し
て
2
0
1
�
年

３
月
に
定
২
し
ま
し
た（
2
0
2

３
年
時
఺
で
８
年
生
樹
）。

২
栽
ڑ
཭
は
樹
間
�0
₉
㍍
、

ྻ
間
５
㍍
と
し
、
主
枝
高
を
�0

₉
㍍
に
ௐ
整
し
、
定
২
と
ಉ
時

に
ย
側
一
方
向
に
水
平
༠
Ҿ
し

て
、
઀
ぎ
木
を
行
い
ま
し
た
。

側
枝
は
25
₉
㍍
程
度
の
間
ִ
で

ࠨ
ӈ
ઍ
ௗ
状
に
഑
置
し
て
、
約

60
度
の
֯
度
で
開
く
よ
う
に
ࣼ

め
に
༠
Ҿ
し
ま
し
た（
ਤ
̎
）。

২
栽
本
数
は
ै
དྷ
の
主
幹
ܗ
で

は
10
a
当
た
り
6�
本
で
あ
る
の

に
対
し
、
δ
ἀ
イ
ン
ト
̫
ࣈ
࢓

ཱ
て
で
は
ີ
২
が
可
能
な
た
め
、
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っ
て
、
全
体
の
作
ۀ
時
間
は
主

幹
）ܗ
成
木
15
年
生
樹
）に
ൺ
΂

��
％
程
度
࡟
減
で
き
ま
し
た
。

δ
ἀ
イ
ン
ト
̫
ࣈ
࢓
ཱ
て
は

樹
ܗ
が
୯
७
で
分
か
り
や
す
い

た
め
、
作
ۀ
経
ݧ
が
ઙ
い
ਓ
で

も
着
果
管
理
や
収
穫
作
ۀ
、
Ⴉ

定
等
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
؁
֟
の
ਨ
れ
や
す
い
枝

質
で
も
、
୨
ઢ
に
༠
Ҿ
す
る
こ

と
に
よ
り
、
着
果
や
風
害
に
よ

る
枝
ં
れ
を
ະ
વ
に
防
͙
こ
と

も
で
き
ま
す
。
防
除
の
ࡍ
も
、

枝
ಉ
࢜
の
重
な
り
が
少
な
い
た

め
、
効
率
良
く
散
布
す
る
こ
と

が
可
能
で
す
。

5
ߋ
な
る
ଟ
ऩ
ٕ
ज़
の
ݕ
౼

⑴
ࢼ
ݧ
಺
༰

δ
ἀ
イ
ン
ト
̫
ࣈ
࢓
ཱ
て
の

早
期
多
収
、
࿑
ಇ
ෛ
୲
軽
減
と

い
う
ಛ
௃
を
活
か
し
て
、
側
枝

当
た
り
の
݁
果
฼
枝（
݁
果
枝

が
ग़
る
枝
）を
多
く
࢒
し
た
場

合（
ਤ
̑
）の
収
量
ੑ
、
果
実
品

質
、
管
理
作
ۀ
ੑ
に
つ
い
て
も

ௐ
ࠪ
を
し
ま
し
た
。

⑵
ࢼ
ݧ
݁
果

݁
果
฼
枝
を
多
く
࢒
し
た
۠

で
は
、
成
園
時（
�
年
生
樹
）の

収
量
が
10
a
当
た
り
2
・
3
Ἁ

と
な
り
、
ै
དྷ
の
δ
ἀ
イ
ン
ト

۠
や
主
幹
）ܗ
ಉ
樹
ྸ
）の
約
2

ഒ
の
収
量
を
ಘ
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
そ
の
時
の
ߏ
成
は
側

枝
を
主
枝
長
1
㍍
当
た
り
約
�

本
、
側
枝
1
本
当
た
り
݁
果
฼

枝
を
約
3
本
、
側
枝
1
本
当
た

り
6
～
�
ݸ
着
果
と
な
っ
て
い

ま
し
た（
ද
̎
）。
౶
度
が
や
や

௿
い
果
実
も
あ
り
ま
し
た
が
、

品
質
、
৯
ຯ
と
も
に
良
޷
で
し

た
。年

間
管
理
作
ۀ
は
༠
Ҿ
作
ۀ

が
ै
དྷ
の
δ
ἀ
イ
ン
ト
̫
ࣈ
࢓

ཱ
て
に
ൺ
΂
て
多
く
な
る
こ
と

か
ら
、
主
幹
）ܗ
成
木
15
年
生

樹
）と
ൺ
ֱ
し
て
、
ほ
ぼ
ಉ
等

と
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
収

量
が
2
ഒ
に
な
る
ଞ
、
٭
ཱ
を

࢖
用
す
る
ඞ
要
が
な
い
た
め
、

Ⴉ
定
、
摘
᤹
、
摘
果
、
収
穫
ま

で
の
10
a
当
た
り
作
ۀ
時
間
が

大
幅
に
࡟
減
さ
れ
ま
し
た（
Ⴉ

定
5
割
減
、
摘
᤹
6
割
減
、
摘

果
2
割
減
、
収
穫
2
割
減
）。

ಛ
に
収
穫
は
٭
ཱ
࢖
用
に
よ
る

時
間
の
ϩ
ス
や
࿑
ಇ
ෛ
୲
が
無

い
た
め
効
率
が
良
く
、
1
時
間

当
た
り
3
割
多
く
収
穫
す
る
こ

と
が
で
き
、
省
ྗ
・
軽
࿑
的
で

あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

6
お
わ
り
に

δ
ἀ
イ
ン
ト
̫
ࣈ
࢓
ཱ
て
は

定
২
3
年
目
か
ら
収
穫
可
能
で
、

�
年
目
に
は
成
園
ฒ
み
の
収
量

を
確
保
で
き
る
た
め
、
ະ
収
ӹ

期
間
の
୹
縮
や
園
地
の
更
新
を

ଅ
ਐ
す
る
こ
と
が
期
଴
で
き
ま

す
。
ま
た
、
؁
֟
を
ಋ
入
す
る

こ
と
で
作
ۀ
の
分
散
や
୤
ौ
ί

ス
ト
の
࡟
減
に
も
つ
な
が
り
ま
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ऩ
量

推
Ҡ

	k
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10
B


ௐࠪ年・थ齢

δϣΠϯτ۠
（結Ռ฼枝1.5ຊ）
ओܗװ

（１۠ ５Ռ２൓෮）

थܗ １Ռ重
（g）

度ߗ
（kg）

౶度
（BSJY） ৯ຯධՁ

δϣΠϯτ7ཱͯ࢓ࣈ 221 2.3 17.6 ̋

ओܗװ 159 2.0 17.8 ̋

図３. ऩ量ਪҠ

表１. δϣΠンτ7ཱͯ࢓ࣈに͓͚るՌ࣮඼質

図̐. ऩ֭෩ܠ（10月下०）

図５. の֓ཁ（ʓ಺が݁Ռ฼枝）۠ݧࢼ

थܗ ۠
ଆ枝ຊ数
�ओ枝௕

（ຊ�m）

結Ռ฼枝
数�ଆ枝
（ຊ）

ऩ֭Ռ
�ଆ枝
（ݸ）

ऩ量
（U�10B）

δϣΠϯτ
ཱͯ࢓ࣈ7

3ຊ۠ 9.0 2.8 6.4 2.3

1.5ຊ۠ 8.5 1.4 3.0 1.1

ओܗװ（̔ 年ੜ） ʵ ʵ ʵ 1.2

す
。
一
方
で
、
樹
੎
の
ί
ン
ト

ϩ
ー
ル
や
ଞ
品
種
΁
の
ద
Ԡ
ੑ

等
ま
だ
ま
だ
ෆ
明
な
఺
が
多
い

た
め
、
今
後
と
も
՝
୊
ղ
ܾ
に

向
け
て
औ
り
૊
ん
で
ま
い
り
ま

す
。δ

ἀ
イ
ン
ト
̫
ࣈ
࢓
ཱ
て
の

ಋ
入
を
ݕ
౼
し
て
い
る
方
や
؁

֟
に
ڵ
ຯ
の
あ
る
方
は
庄
内
࢈

地
ݚ
ڀ
ࣨ
ま
た
は
、
お
ۙ
く
の

農
ۀ
ٕ
ज़
ී
ٴ
՝
に
ޚ
࿈
བྷ
く

だ
さ
い
。

表２. δϣΠンτ7ཱͯ࢓ࣈに͓͚るଆ枝ߏ成とऩ量

する༺࢖をཱ٭
ඞཁがແ͍
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ủ
෱
ल
�
�
�
Ứの
݂
౷
ͱ

特
௕「

෱
ल
1
�
�
」は
、
平
成
30

年
４
月
８
日
に
ඌ
Ֆ
୔
ࢢ
ં
ݪ

߶
さ
ん
の
農
場
で
஀
生
し
ま
し

た
。
本
ڇ
は
、
肉
質
の
ධ
Ձ
が

高
い
ୠ
അ
系
県
࢈
種
༤
ڇ
「
安

ल
1
�
�
」と
、
ં
ݪ
さ
ん
が

ࣂ
育
す
る
ࢷ
๱
ަ
ࡶ
の
育
種
Ձ

が
県
内
ト
ỽ
プ
ク
ラ
ス
の
ج
ૅ

ࣁ
」ڇ
Ώ
り
ふ
く
」と
の
ަ
഑
に

よ
り
作
ग़
さ
れ
ま
し
た（
ਤ
̍
）。

ڈ
੎
６
಄
、
ࣁ
７
಄
の
合
ܭ
13

಄
に
よ
る
࢈
ࢠ
の
枝
肉
成
੷
は
、

枝
肉
า
ཹ
が
ྺ
୅
県
࢈
種
༤
ڇ

ト
ỽ
プ
の
�5
・
�
％
で
あ
り
、

ୠ
അ
系
種
༤
ڇ
な
が
ら
枝
肉
重

量
も
�
�
�
ἅ
ₓ
と
、
ྺ
୅
の

ୠ
അ
系
県
࢈
種
༤
ڇ
の
中
で
も

優
れ
た
成
੷
で
し
た
。
ಛ
に
ࣁ

肥
育
ڇ
の
枝
肉
重
量
は
ྺ
୅
の

ୠ
അ
系
県
࢈
種
༤
ڇ
で
ト
ỽ
プ

の
�
�
�
ἅ
ₓ
で
し
た（
ද
̍
、

ද
̎
）。
こ
の
こ
と
か
ら
、
ൺ

ֱ
的
枝
肉
が
小
さ
い
と
さ
れ
る

ୠ
അ
系
の
ࣁ
肥
育
ڇ
の
中
で
も
、

良
޷
な
枝
肉
重
量
が
ಘ
ら
れ
る

山
形
県
で
は
、
和
牛
の
改
良
な
ら
び
に
全
国
的
に
高
い
評
価
を
得
て
い
る「
総
称
山
形
牛
」の
ブ
ラ
ン
ド
力
の
更
な
る
向
上
の
た
め
、

優
れ
た
県
産
種
雄
牛
の
作
出
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
畜
産
研
究
所
で
は
、
肉
質
が
特
長
と
さ
れ
る
但
馬
系
の「
福
福
照
」、「
美
勝
喜
」と
、

増
体
が
特
長
と
さ
れ
る
気
高
系
の「
冬
景
21
」、「
美
結
喜
」、「
翼
満
開
」、「
幸
紀
陸
」を
繋
養
し
て
い
ま
す
が
、
令
和
５
年
９
月
１
日
に
但
馬

系
の
種
雄
牛
と
し
て
新
た
に「
福
秀
1
6
5
」が
加
わ
り
ま
し
た
の
で
紹
介
し
ま
す
。

図１.「福秀165」号のプロフィールと血統

福
ふ く ひ で

秀165

県産種雄牛「福
ふ く ひ で

秀165」について
奥　山　雄　治山形県農業総合研究センター畜産研究所
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෱ल165
�1551ࠇ
����
ฏ੒30೥݄̐̔೔
ඌՖ୔ࢢɹંݪɹ߶ࢯ�
ͳ͠
ͳ͠
೔૿ମॏʹ1�2�

安福165の９ 兵庫・美方 安谷土井
安秀１６５ 【岐阜・高山】 【兵庫・美方】 【兵庫・美方】
黒原３６４１（82.0）

【山形・新庄】 きよし 紋次郎 安美土井
【山形・新庄】 【兵庫・美方】 【兵庫・美方】

百合茂 平茂勝 第２０平茂
ゆりふく 【鹿児・薩摩】 【鹿児・薩摩】 【鳥取・八頭】
黒２３５２２１３（79.7）

【宮城・東松】 かつひめ 福之国 北国７の８
【宮崎・西諸】 【宮崎・宮崎】 【島根・大田】

こ
と
が
期
଴
で
き
ま
す
。

Ҩ
఻
的
ೳ
ྗ

令
和
６
年
̎
月
ٴ
ͼ
５
月
に

分
ੳ
し
た
枝
肉
６
ܗ
質
ٴ
ͼ
̢

̪
̛
̖
割
合
の
ή
ϊ
ミ
ỽ
ク
育

種
Ձ
ラ
ン
ク
を
ܝ
ࡌ
し
ま
し
た

（
ද
̏
）。
過
ڈ
の
ྺ
୅
種
༤
ڇ

も
併
せ
て
ܝ
ࡌ
し
て
い
ま
す
の

で
͝
ࢀ
র
く
だ
さ
い
。

「
෱
ल
1
�
�
」の
枝
肉
６
ܗ

質
の
ή
ϊ
ミ
ỽ
ク
育
種
Ձ
の
う

ͪ
、
ό
ラ
ް
、
皮
下
ࢷ
๱
ް
、

า
ཹ
ٴ
ͼ
、
ࢷ
๱
ަ
ࡶ
が
い
ͣ

れ
も「
̖
」ラ
ン
ク
で
す
。
ま
た
、

和
ڇ
肉
の
お
い
し
さ
に
ؔ
࿈
す

る
߲
目
と
し
て
ڇ
肉
の
ޱ
༹
け

に
影
響
す
る
一
Ձ
ෆ
๞
和
ࢷ
๱

）ࢎ
̢
̪
̛
̖
）割
合
が
あ
り
ま

す
が
、
こ
の
஋
が
大
き
い
ほ
ど

ࢷ
が
༹
け
る
温
度
が
௿
く
な
り
、

৯
΂
た
と
き
の
ޱ
༹
け
が
良
く

な
る
良
い
ࢷ
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
෱
ल
1
�
�
」の
̢
̪
̛
̖
割

合
の
ή
ϊ
ミ
ỽ
ク
育
種
Ձ
は
、

令
和
４
年
度
に
デ
Ϗ
ュ
ー
し
た

ୠ
അ
系
県
࢈
種
༤
ڇ
の「
ඒ
উ

ت
」、
気
高
系
の「
幸
ل
཮
ٴ「

ͼ
、
෕
で
あ
る「
安
ल
1
�
�
」

と
と
も
に
ྺ
୅
の
県
࢈
種
༤
ڇ

の
中
で
最
も
高
い「
̖
」ラ
ン
ク

で
あ
る
こ
と
か
ら
、「
෱
ल

1
�
�
」を
枝
肉
重
量
や
ϩ
ー

ス
அ
໘
ੵ
の
育
種
Ձ
が
高
い
ࣁ

ڇ
に
ަ
഑
す
る
こ
と
に
よ
り
、

ό
ラ
ン
ス
の
औ
れ
た
枝
肉
に
な

る
こ
と
が
期
଴
で
き
ま
す
。

࠷
ޙ
に

県
で
は
、
令
和
９
年
８
月
26

日
か
ら
30
日
に
か
け
て
๺
ւ
ಓ

Ի
更
ொ
を
主
ձ
場
に
開
࠵
さ
れ
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る
、
ୈ
13
回
全
ࠃ
和
ڇ
能
ྗ
ڞ

ਐ
ձ
の
ୈ
１
۠
ए
༤
の
部
に
、

本
ڇ
の
ଉ
ڇ
を
ग़
品
す
る
予
定

で
す
。

今
後
も
質
・
量
と
も
に
優
れ

たἔ
ࢁ
ܗ
生
ま
れ
ࢁ
ܗ
育
ͪ
ἕの

肥
育
ૉ
ڇ
生
࢈
を
目
ࢦ
す
た
め
、

肉
質
・
ࢷ
の
質
、
৯
ຯ
に
ल
で

た
能
ྗ
を
࣋
つ
ୠ
അ
系
種
༤
ڇ

の
଄
成
と
、
増
体
・
肉
量
に
ल

で
た
能
ྗ
を
࣋
つ
気
高
系
・
౻

良
系
種
༤
ڇ
の
଄
成
を
行
っ
て

い
き
ま
す
の
で
、
多
く
の
ൟ
৩

農
Ո
・
一
؏
農
Ո
の
օ
༷
か
ら

利
用
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
ئ

い
い
た
し
ま
す
。

表１.「福秀165」産子の枝肉成績（平均値）

性別 頭数
出荷
月齢

枝肉
重量

ロース
芯面積

バラの
厚さ

皮下
脂肪厚

推定
歩留

脂肪
交雑 上物率

（4・５
等級率）（月） （kg） （cm2） （cm） （cm） （％） （BMS No.）

去勢 6 30.1 495 66.5 9.0 2.6 75.5 8.5 83.3%

雌 7 30.4 475 66.9 8.7 2.3 75.8 9.7 100.0%

全体 13 30.3 484 66.7 8.8 2.5 75.7 9.2 92.3%

歴代県産種雄牛
第１位

冬景21 冬景21 満開１ 冬景21 神安平 幸紀陸・
美勝喜 翼満開

536 71.9 9.6 2.3 75.6 10.1 100.0%

表３. 歴代県産種雄牛枝肉６形質のゲノミック育種価（令和６年２月分析）及びMUFAのゲノミック育種価（令和６年５月分析）

※ランク：分析した６形質75,318頭、MUFA4,556頭のうち、「H」は上位10％、「A」は上位25％、「B」は上位50％、「C」は下位50％に入ることを示す。			 	 	 	 	 	※ゲノミック育種価は ( 独 ) 家畜改良センターとの共同研究により算出したもの。	

表２. 歴代但馬系県産種雄牛産子の枝肉重量（㎏）

※「安秀165」は検定方法が異なるため比較できません。

種雄牛名（デビュー年度） 去勢 雌 全体
福秀165 3 495 1 475 2 484

美勝喜（令和４年度） 468 423 456
福福照（令和元年度） 493 397 463
神安平（平成29年度） 2 506 3 452 1 490
幸花久（平成29年度） 1 511 438 3 480
貴福久（平成30年度） 480 2 474 476
徳次郎（平成19年度） 479 400 437

種雄牛名
（デビュー年度） 系統 枝肉重量 ロース

面積 バラ厚 皮下
脂肪厚 歩留 脂肪交雑 MUFA

福秀165 但馬 C B A A A A A
美勝喜（令和４年度） 但馬 C C B C C A A
幸紀陸（令和４年度） 気高 C A C C B H A
翼満開（令和３年度） 気高 C B B B B H C
美結喜（令和２年度） 気高 A A C H A H B
冬景21（令和２年度） 気高 A B B H A C C
福福照（令和元年度） 但馬 C C C C C C B
幸花久（平成29年度） 但馬 C B C A A C C
神安平（平成29年度） 但馬 C B C A A C C
貴福久（平成26年度） 但馬 B B C C C B C
満開１（平成26年度） 気高 A B H C C B B
佐貴勝（平成24年度） 気高 B B B A B C C

千代勝平（平成22年度） 気高 B B A C B A C
景勝21（平成21年度） 気高 B C C B C C C
平忠勝（平成19年度） 気高 A C B A C C C
北景茂（平成14年度） 藤良 C C C C C C B

安秀165（平成13年度） 但馬 C C C B B C A
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急
激
に
増
加
し
、
一
部
の
園
地

で
は
果
皮
に
水
ぶ
く
れ
症
状
が

発
生
し
ま
し
た
。
ま
た
、「
平
核

無
」で
例
年
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ

1
は
じ
め
に

令
和
５
年
の
夏
期（
７
月
下

旬
～
９
月
）は
、
記
録
的
な
猛

暑
と
な
り
、
約
１
か
月
間
、
降

雨
が
な
か
っ
た
地
域
も
あ
り
ま

し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
多
く
の

農
作
物
に
お
い
て
、
収
量
や
品

質
に
大
き
く
影
響
し
ま
し
た
。

今
回
は
、
県
が
高
温
少
雨
時

の
対
策
や
各
品
目
に
お
け
る
現

地
対
策
・
優
良
事
例
を
ま
と
め

た「
園
芸
品
目

高
温
少
雨
対

策
マ
ニ
ュ
ア
ル
」の
中
か
ら
、

庄
内
地
域
の
主
要
な
果
樹
の
品

目
に
つ
い
て
影
響
と
対
策
、
優

良
事
例
等
を
紹
介
し
ま
す
。

2
令
和
５
年
夏
期
の
高
温

少
雨
に
お
け
る
影
響

⑴
果
樹
に
共
通
し
た
影
響

夏
期
の
高
温
少
雨
に
よ
り
、

果
実
肥
大
の
停
滞
や
、
果
実
の

日
焼
け
が
発
生
し
ま
し
た
。
ま

た
、
明
確
な
日
焼
け
症
状
が
み

ら
れ
な
い
果
実
で
も
、
果
肉
軟

化（
果
肉
先
熟
）の
症
状
が
み
ら

れ
ま
し
た
。

⑵
か
き

日
焼
け
以
外
で
は
、
９
月
以

降
の
降
雨
に
よ
り
土
壌
水
分
が

「Ԃܳ඼໨ߴ�ԹରࡦϚχϡΞϧ」
ɹɹΛ׆༻ͨ͠ɺՌथͷՆظͷ
ɹɹɹߴԹগӍ΁ͷରԠについて

な
い
生
育
後
期
の
生
理
落
果
が

全
域
で
発
生
し
ま
し
た
。

⑶
ぶ
ど
う

黒
系
・
赤
系
の
品
種
で
着
色

遅
延
が
発
生
し
ま
し
た
。
ま
た
、

７
月
中
旬
以
降
の
急
激
な
高
温

の
影
響
で
、
果
粒
が
窪
ん
で
褐

変
す
る「
縮
果
症
」も
発
生
し
ま

し
た
。

⑷
日
本
な
し

主
に「
豊
水
」で
、
果
肉
が
水

浸
状
と
な
る「
み
つ
症
」が
発
生

し
ま
し
た
。

⑸
西
洋
な
し

８
～
９
月
に
か
け
て
高
温
で

経
過
し
た
こ
と
か
ら
、「
ラ
・
フ

ラ
ン
ス
」の
デ
ン
プ
ン
の
消
失

が
遅
れ
、
収
穫
期
が
遅
延
し
ま

し
た
。
ま
た
、
追
熟
に
か
か
る

日
数
も
長
く
な
る
傾
向
で
し
た
。

⑹
り
ん
ご

収
穫
前
の
落
果
が
収
穫
３
～

４
週
間
前
頃
か
ら
発
生
し
、
多

い
樹
で
は
６
～
７
割
ほ
ど
落
果

し
ま
し
た
。
落
果
は
９
月
上
旬

以
降
に
増
加
し
ま
し
た
。「
ふ

じ
」で
は
、
９
月
以
降
の
降
雨

に
よ
り
裂
果
が
発
生
し
ま
し
た
。

⑺
も
も

７
月
下
旬
以
降
の
高
温
に
よ

り
、
全
て
の
品
種
で
着
色
が
遅

れ
、
中
生
の「
あ
か
つ
き
」で
は

収
穫
期
後
半
に「
み
つ
症
」が
増

清　野　 　　仁庄内総合支庁酒田農業技術普及課

͔きの೔ম͚

ͿͲうのॖՌ঱

೔ຊなしのΈͭ঱

͔きのՌൽਫͿ Ε͘঱ঢ়



－ 園 芸 －7

ʵྩ࿨ 6೥ �݄߸ʵ

水
し
ま
す
。
高
温
時
は
複
数
回

行
う
と
効
果
的
で
す
。

ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
が
設
置
さ

れ
て
い
る
園
地
で
は
、
高
温
時

に
樹
上
散
水
を
行
う
こ
と
で
日

焼
け
果
を
大
幅
に
抑
制
で
き
ま

す
。

⑶
遮
光

露
地
栽
培
で
は
樹
体
の
西
側

に
遮
光
資
材
を
被
覆
し
ま
す
。

一
方
、
施
設
栽
培
で
は
施
設
の

外
側
又
は
内
側
に
遮
光
資
材

（
遮
光
率
20
～
50
％
）を
被
覆
し

ま
す
。

部
分
的
な
遮
光
方
法
と
し
て

は
、
果
実
や
果
房
に
傘
紙
を
か

け
て
強
い
直
射
日
光
を
遮
り
ま

す
。

⑷
徒
長
枝
の
管
理

徒
長
枝
の
整
理
は
、
高
温
が

予
想
さ
れ
る
期
間
を
避
け
る
よ

う
に
し
、
通
常
よ
り
時
期
を
遅

ら
せ
て
行
い
ま
す
。
ま
た
、

南
・
西
方
向
の
徒
長
枝
の
せ
ん

除
は
最
小
限
に
と
ど
め
て
果
実

を
日
焼
け
か
ら
守
り
ま
す
。

⑸
収
穫

収
穫
は
涼
し
い
時
間
帯
に
行

い
、
収
穫
後
も
果
実
を
涼
し
い

と
こ
ろ
で
保
管
し
ま
す
。

内
を
こ
ま
め
に
見
回
り
、
害
虫

の
発
生
を
確
認
し
た
ら
速
や
か

に
補
殺（
カ
メ
ム
シ
）や
薬
剤
散

布
を
行
い
ま
す
。

さ
ら
に
長
期
的
な
高
温
対
策

と
し
て
、
高
温
に
強
い
品
種
に

つ
い
て
の
情
報
を
収
集
し
、
品

種
更
新
に
活
か
し
ま
す
。

6
お
わ
り
に

昨
年
の
反
省
を
踏
ま
え
、
対

策
を
着
実
に
実
施
す
る
こ
と
に

よ
り
、
実
り
の
多
い
秋
を
迎
え

ま
し
ょ
う
。

加
し
ま
し
た
。
ま
た
、
晩
生
品

種（「
川
中
島
白
桃
」等
）で
は
熟

期
が
遅
延
し
ま
し
た
。

3
夏
期
の
高
温
少
雨
に
お

け
る
対
策（
果
樹
に
共
通
す

る
も
の
）

⑴
灌
水

７
～
10
日
以
上
降
雨
が
な
い

場
合
は
灌
水
を
行
い
ま
す
。
灌

水
量
の
目
安
は
降
水
量
換
算
で

10
a
当
た
り
20
～
30
㍉
㍍
で
す
。

た
だ
し
、
ぶ
ど
う
の
果
粒
軟
化

期
以
降
や
、
さ
く
ら
ん
ぼ
の
黄

化
期
以
降
に
そ
れ
ぞ
れ
裂
果
が

懸
念
さ
れ
る
場
合
は
、
３
～
４

日
お
き
に
10
a
当
た
り
５
㍉
㍍

程
度
の
少
量
多
灌
水
と
し
、
朝

夕
の
涼
し
い
時
間
帯
に
行
い
ま

す
。水

利
が
な
い
園
地
で
は
、
可

能
な
灌
水
量
も
限
ら
れ
る
た
め
、

幹
回
り
を
中
心
に
、
成
木
１
樹

あ
た
り
1
0
0
～
2
0
0
L
を

目
安
に
灌
水
す
る
と
と
も
に
、

幹
回
り
の
地
表
に
敷
き
わ
ら
等

の
有
機
物
の
マ
ル
チ
ン
グ
を
行

っ
て
乾
燥
を
防
ぎ
ま
す
。

⑵
樹
上
散
水

果
実
温
度
を
下
げ
る
目
的
で
、

11
時
～
16
時
頃
に
樹
上
か
ら
散

め
、
収
穫
遅
れ
に
な
ら
な
い
よ

う
に
し
ま
す
。

5
そ
の
他

生
育
途
中
に
腐
敗
等
が
予
想

さ
れ
る
障
害
果
は
速
や
か
に
摘

果
す
る
と
と
も
に
、
収
穫
時
は

障
害
果
が
混
入
し
な
い
よ
う
、

通
常
以
上
に
徹
底
し
た
選
果
に

努
め
ま
す
。

ま
た
、
令
和
５
年
は
高
温
に

伴
い
、
カ
メ
ム
シ
類
、
ナ
シ
ヒ

メ
シ
ン
ク
イ
、
ナ
ミ
ハ
ダ
ニ
の

発
生
も
多
く
な
り
ま
し
た
。
園

͔きのᕲਫと༗ػ෺Ϛルνのซ༻ྫ

4
特
徴
的
な
対
策
お
よ
び

優
良
事
例

⑴
か
き

灌
水（
1
0
0
L
／
樹
）と
も

み
殻
マ
ル
チ
を
併
用
し
て
実
施

す
る
こ
と
で
、
日
焼
け
果
を
軽

減
し
た
事
例
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
気
温
が
30
度
以
上
と

な
る
晴
天
日
を
目
安
に
、
日
中

に
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
に
よ
る
樹

上
散
水
を
行
い
日
焼
け
果
の
発

生
を
防
い
だ
事
例
が
あ
り
ま
す
。

⑵
ぶ
ど
う

縮
果
症
対
策
と
し
て
、
定
期

的
な
灌
水
や
園
内
の
新
梢
管
理

に
よ
る
通
風
採
光
の
確
保
が
重

要
で
す（
た
だ
し
、
果
粒
軟
化

期
の
新
梢
管
理
は「
縮
果
症
」の

発
生
を
助
長
す
る
た
め
、
こ
の

時
期
の
摘
心
等
は
控
え
ま
す
）。

ま
た
、
果
房
の
日
焼
け
防
止
の

た
め
、
満
開
４
週
間
後
頃
の
ク

ラ
フ
ト
紙
等
に
よ
る
傘
掛
け
も

有
効
で
す
。

⑶
な
し
・
り
ん
ご

軽
度
の
日
焼
け
果
は
早
め
に

収
穫
し
ま
す
。

日
本
な
し
の「
幸
水
」で
は
、

果
実
の
地
色
カ
ラ
ー
チ
ャ
ー
ト

2
・
5
の
時
期
か
ら
収
穫
を
始
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yt.zennoh.or.jp ●開催日
●会　場

●主　催
●共　催

●内　容

●その他

●お問合せ

令和６年９月20日（金）～22日（日）
酒田駅前交流拠点施設ミライニ　１階光の湊ロビー
（酒田市幸町１丁目10-１）
庄内花き生産組織連絡協議会
ＪＡ庄内たがわ、ＪＡあまるめ、ＪＡ庄内みどり、
ＪＡそでうら、ＪＡ全農山形

【１日目】９月20日（金）
　　　　　　11：00～12：00　　 花きの審査会
　　　　　　12：00～16：30　　 一般公開
【２日目】９月21日（土）
　　　　　　10：00～16：30　　一般公開、人気投票
　　　　　　※人気投票ご協力の方へ抽選で花ギフトプレゼント
　　　　　　　人気投票は16：00で終了
【３日目】９月22日（日）
　　　　　　10：00～　花の販売会　※売り切れ次第終了
　　　　　　※9：50～整理券配布。お一人様２点までの購入

入場料無料
　※花のご購入は現金のみとなります。
　※お越しの際は隣接の立体駐車場をご利用ください。
　　（２時間無料）
JA全農山形園芸庄内推進室　風間
TEL：0234-26-5253　FAX：0234-23-7731

※写真は昨年開催時

庄内フラワーショー庄内フラワーショー庄内フラワーショー第58回第58回第58回


	P1
	P8



